筆記課題
筆記課題
　「工作基本作業及び炭酸ガスアーク溶接に関する知識」
	注意事項
１．　制限時間

　　

３０分　

２．　配点

　　　　　　　　　１問につき　４点　

　３．　注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。
　（３）携帯電話の使用は不可です。
　（４）試験中、質問等があるときは挙手してください。

　（５）終了後は問題用紙と解答用紙、両方提出してください。



次の１～２５の問いについて正しい場合は○、誤りがある場合は×を解答用紙に記入しなさい。

Ⅰ．工作基本編
1． 製図に用いられる尺度で「１：２」とは、倍尺である。

2． 下図の第三角法による投影図は正しく表されている。
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3． 下図に示す溶接記号の解釈は正しい。
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4． 下図に示す溶接記号の解釈は正しい。
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5． ＳＳ４００で示される材料記号は機械構造用炭素鋼鋼材で、最低引張強さが４００Ｎ/ｍｍ2である。

6． 下図に示すノギスの目盛りの測定値は６．３５ｍｍである。
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7． やすりの目の粗さは同じ中目でも長さによって違う。

8． ボール盤による穴あけにおいて、φ５ドリルの回転数は１３００ｒｐｍ程度である。ただし、切削速度を２０ｍ/ｍｉｎとする。

9． Ｍ６のタップによるねじ切りにおいて、下穴はφ４で開けるとよい。

10． 両頭グラインダの砥石交換時における試運転は１分以上行わなければならない。

11． 最高使用周速度７２ｍ/ｓのφ１００の砥石を、回転数１２０００ｍｉｎ-1のグラインダで使用してもよい。

12． ガス溶接作業においてアセチレンの制限圧力は１．３ＭＰａ以下である。

13． アセチレンは酸素又は空気のような支燃性のガスがなくても爆発の危険性がある。

Ⅱ．炭酸ガスアーク溶接編

14． マグ溶接とはシールドガスに炭酸ガス及び混合ガスを用いた溶接である。

15． 炭酸ガスアーク溶接に用いられる炭酸ガスのボンベはねずみ色である。

16． 炭酸ガスアーク溶接に用いられる電源は交流垂下特性である。

17． ＹＧＷ１１で規格されている溶接用ワイヤは低電流短絡移行用である。

18． 炭酸ガスアーク溶接において、アーク長は自動的に一定に保たれる。

19． 炭酸ガスアーク溶接において、電圧を上げるとアーク長は短くなる。

20． 下の図は溶接部における開先加工の形状と各部の名称を示したもので、間違いはない。
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21． 炭酸ガスアーク溶接において前進法は後退法に比べ、溶込みが深い。

22． アンダカットを防止するための方法として、溶接速度を上げることは有効である。

23． ブローホールとはビード表面に生じた小さな気泡のことである。
24． 中板（９ｍｍ）において、ＪＩＳに規定された曲げ試験は表曲げと裏曲げにより行われる。

25． 溶接作業中に発生するヒュームとは、金属蒸気が凝固して微粒子となったものである。

解答用紙

筆記課題「工作基本概要及び炭酸ガスアーク溶接に関する知識」
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★H20作成、H21修正（１）

